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その晩遅くゴーシュは何か巨きな黒いものをしょってじぶんの家へ
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　１１月２３日、栃木市国際交流協会の主催で「着物で街
歩き・日本文化体験」が開催されました。外国人技能実習
生や留学生が着物を着て、蔵の街を散策したり生け花など
を体験し、日本文化に造詣を深めるイベントです。平成
２６年から毎年実施していましたが、台風やコロナのため、
４年ぶりの開催となりました。参加者は蔵の街観光館で生
け花体験の後、横山郷土館で着物の着付けをし、着物姿で
栃木市立美術館やとちぎ山車会館の見学を楽しみました。

外国人技能実習生や留学生が
「着物で街歩き・日本文化体験」

　10月に、第 77回国民体育大会「いちご一会とちぎ国
体」・第 22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とち
ぎ大会」が本県で開催され、本市でも全国から参集した選
手たちによる熱戦が繰り広げられました。コロナ禍にあっ
て初めての開催となりましたが、全日程（8競技）を無事
終了することができました。開催に関わったすべての皆さ
ま、選手たちを温かくお迎えいただいた市民の皆さま、ご
協力・ご支援、誠にありがとうございました。

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会を
開催しました

　NPO法人地域活性化支援センターが行う「恋人の聖地
プロジェクト」において、１０月１日、渡良瀬遊水地と渡
良瀬遊水地ハートランド城が「恋人の聖地」に選定されま
した。また、１１月１５日に大川市長が、青山セントグレー
ス大聖堂で行われた「恋人の聖地」銘板授与式に出席しま
した。今後は市内デートスポットを巡るルートの策定や選
定を受けている他自治体との連携など、恋人の聖地ブラン
ドを活用した地域活性化事業を検討してまいります。

渡良瀬遊水地とハートランド城が
「恋人の聖地」に選定されました

　11 月 3 日に栃木市立美術館が開館しました。開館時間
になると栃木西中学校吹奏楽部による演奏やくらのまち保
育園園児による太鼓演奏、上新田お囃子保存会・小薬西若
連によるお囃子の演奏が披露されました。また、美術館前
の広場には、キッチンカーやワークショップなどのテント
が並び、多くの人で賑わいました。
　栃木市立美術館では、現在、市民参加型ワークショップの
成果を展示しており、今後も様々な展示を企画していきます。

栃木市立美術館が
開館しました

雲一つない秋晴れの下での開館となりました

選定委員の桂由美氏らより銘板が授与されました

カヌースプリント なぎなた

フライングディスク ハンドボール

９名の外国人実習生・留学生が参加しました
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